
なんと担い手組織協議会

1 年次 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 5/27 6/2

Ｒ５ 慣行 6/7 6/19 6/19 7/3 7/18 7/31 8/17 8/30 9/21

平年値 慣行 5/28 6/9 6/19 7/5 7/17 7/30 8/15 8/26 9/21

2 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期 6 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期

(農)いけのしり営農 12.3 16.8 (農)いけのしり営農 3.5 4.8

(農)池田営農組合 16.8 20.4 (農)池田営農組合 4.5 5.5

Ｒ６ 事務局 Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 14.5 18.6 Ｒ６ 全組織 4.0 5.2

Ｒ５ 慣行 16.3 16.3 65.9 103.4 Ｒ５ 慣行 3.5 5.5 8.4 9.9 11.2 13.6

平年値 慣行 13.6 23.6 83.2 115.3 平年値 慣行 2.9 5.5 7.7 9.9 11.2 12.7 14.7

3 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期 7 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期

(農)いけのしり営農19.0 19.0 36.0 (農)いけのしり営農

(農)池田営農組合 33.0 49.0 87.0 (農)池田営農組合

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 26.0 34.0 61.5

Ｒ５ 慣行 30.0 30.0 30.0 106.0 96.0 96.0

平年値 慣行 20.5 20.8 50.6 118.4 99.5 99.5

目標 なんと 18.0 82.0 151.0 109.0 102.0

4 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期 8 組織名 深水管理 浅水管理 中干し 間断かん水 飽水管理 湛水管理 間断かん水 収穫前落水

(農)いけのしり営農63 63 120 (農)いけのしり営農 ＜水管理看板の注意事項＞

(農)池田営農組合 110 163 290 (農)池田営農組合

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 87 113 205

Ｒ５ 慣行 100 100 100 353 320 320

平年値 慣行 68 69 169 395 332 332

目標 なんと 60 270 500 364 338

5 組織名 苗立数 苗立期 １ヵ月後 ６月中旬 ７月初め ７月中旬 幼穂形成期 出穂10日前 穂揃期 成熟期 10 組織名 播種量 播種深度 ｍ苗立本数 ㎡苗立本数 苗立率

(農)いけのしり営農 9 組織名 播種日 幼穂形成期 ～ 出穂期 ～ 成熟期 kg/10a mm 本/ｍ 本/㎡ ％

(農)池田営農組合 4.4 (農)いけのしり営農4/30 (農)いけのしり営農4.6 0.0 18.2 60.7 42.5

(農)池田営農組合 4/28 (農)池田営農組合 4.1 0.0 31.3 104.3 81.6

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織 4.4 Ｒ６ 事務局 Ｒ６ 事務局

Ｒ５ 慣行 4.2 4.3 4.0 4.1 4.3 4.2 Ｒ６ 全組織 4/29 Ｒ６ 全組織 4.3 0.0 24.8 82.5 62.1

平年値 慣行 4.2 4.1 4.1 4.2 4.5 Ｒ５ 慣行 5/14 8/3 27 8/30 40 10/9 Ｒ５ 慣行 4.5 0.0 30.0 100.0 71.3

目標 なんと 4.0 3.8 4.2 4.5 平年値 慣行 5/5 8/2 24 8/26 46 10/11 平年値 慣行 3.9 0.6 20.6 68.5 57.2

目標 なんと 4.2 0.0 18~24 60~80 50~80
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令和６年度水稲調査結果 鉄コ 山田錦 １ヵ月後
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（事務局調査がないため生育状況のコメントはありません）
・茎数が中干し目安の80本/ｍになったら、中干しを開始しましょう。中干しは、軽い田干しを数回繰り返し、
小さな亀裂ができたら完了です。その後は、間断かん水に切り替え、幼穂形成期頃（8/2頃）までに足跡の深さ
が３㎝以下となるように、徐々に干し上げましょう。

【病害】Ⅰ葉いもち・穂いもち、Ⅱ紋枯病、Ⅲ稲こうじ病、Ⅳごま葉枯病、Ⅴその他

【虫害】❶イネミズゾウムシ、❷イネゾウムシ、❸ニカメイチュウ、❹カメムシ類
❺その他

【雑草】①ヒエ、②ホタルイ、③コナギ、④ウリカワ、⑤オモダカ、
⑥イボクサ、⑦クサネム、⑧カヤツリグサ、⑨タデ、⑩セリ、⑪藻、⑫その他

作成中

作成中

0

20

40

60

80

100

120

140

0 5 10 15 20

葉齢

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織

Ｒ５

平年値

0

20

40

60

80

100

120

140

0 5 10 15 20

葉齢

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織

Ｒ５

平年値

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

0 5 10 15 20

葉齢

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織

Ｒ５

平年値

3.5

4.0

4.5

5.0

0 5 10 15 20

葉齢

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織

Ｒ５

平年値

0

2

4

6

8

10

12

14

16

5/1 5/21 6/10 6/30 7/20 8/9

Ｒ６ 事務局

Ｒ６ 全組織

Ｒ５

平年値


